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枚方市議会議員の方が視察に来られました 
 

平成 29 年 12 月 21 日（木）、枚方市議会より、木村議員、池上議員、岡沢議員、岩本議員、妹尾

議員の 5名のかたが、交野市のプログラミング教育の取組みを視察に来られました。その様子を紹

介します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

まず、岩船小学校で、6 年生のプログラミングの授業の様子を見ていただきました。 

       
児童は、ミッションをクリアするために、よく協力していました。90 分間の授業でしたが、みんな集中したすば

らしい授業でした。議員の皆さんにも、体験をしていただきました。 

続いて、交野市教育委員会（青年の家）で、本市のプログラミング教育の取組みを説明しました。 

  

交野市教育大綱の理念
「教育百年の森」の実現

～生きる力を養い多様性に富んだ人材の育成～

義務教育の質を変える「交野の小中一貫教育」

情報やテクノロジーを活用した問題解決能力や、違いを認め多様な人間

関係を形成する能力など「新しい学び」の形成（「交野市教育大綱」より）

「主体的・対話的で深い学び」→ 次期学習指導要領の改訂
（アクティブ・ラーニング）

交野市小中一貫学園構想事業

小中一貫教育により「新しい学び」の創設

交野市の小中一貫教育の取組み

「これからの社会を生きる子供たちに、情報を単に受け止めるだけでなく、
整理・分析し、まとめ・表現し、他者との協働で思考を深めたりして、物事
を多角的・多面的に吟味し見定め、主体的に新たな価値を生み出す力を育む
とともに、情報モラルを身に付け、情報社会に主体的に参画し創造していこ
うとする態度を育んでいくことが期待される」

次期学習指導要領ではプログラミング教育の必修化

「2020年代に向けた教育の情報化に関する懇談会」

プログラミング教育

交野市では、小中一貫教育の取組みの一つとして、
主に小学校5、6年生と中学1年生においてプログラミ
ング教育を取り入れ「プログラミング的思考」の育成
を図ります。  

交野市議会野口議長のご挨拶、枚方市議会木村議員のご挨拶のあと、本市の取組みと質疑応答に入りました。  

今回視察に来ていただいたことが、少しでもお役に立てれば幸いです。 

 加えて、おりひめちゃんの紹介もしました。 

  
 

プログラミング教育といっても、プログラマー養成教育ではないことなど、説明しました。なにより、コミュニ

ケーション能力が大切で、それを育成することがプログラミング教育でも可能であることを、議員の皆さんには感

じていただいたと思っています。 

学期末のお忙しい中、協力いただいた岩船小学校の皆さん、ありがとうございました。そして、みんなで協力し

てすばらしい授業を提供していただいた 6 年生児童のみなさん、ありがとうございました。 

人が通るとセンサーが感知して「しゃべるおりひめち

ゃん」を、現在３つの小学校に試験的に設置していま

す。 

1 月中旬以降、すべての小学校に設置しますが、交

野のゆるキャラ紹介も兼ねて説明しました。 

小学校 1 年生から中学校まで、子どもたちの成長にそ

って系統立てたプログラミング教育がすすめられるよ

う、今後も研究と検討を進めてまいります。 


